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本日のAgenda

BEAの考えるSOAとは1

SOAを進めていくアプローチとは4

ESBを中心としたSOA事例のご紹介2

BPMを中心としたSOA事例のご紹介3
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SOA定義

BEAの定義

サービス指向アーキテクチャ（SOA）は、

企業に散在するアプリケーションを、

相互運用性に優れた標準に準拠した

サービスとして組み合わせ、

再利用しながら構築することで、

ビジネスニーズに迅速に応えることを

可能にする IT 戦略です。
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出荷

個別最適されたシステム構造の課題

受注・
受注明細

Business
Process ビジネス・プロセス

Business
Service

ビジネス・プロセス
ビジネス・プロセス
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サービス

サービス

サービス

サービス

サービス

System A System B System C

出荷

受注・
受注明細

出荷

受注・
受注明細

営業拠点 営業本部 物流担当

Presentation 営業拠点
向け画面営業拠点
向け画面営業拠点
向け画面

営業拠点
向け画面営業拠点
向け画面営業拠点
向け画面

営業拠点
向け画面営業拠点
向け画面営業拠点
向け画面

システム毎の個別開発

エンタープライズプロセス
は存在しない
データのみ個別連携

・ファイル転送+バッチ
・EAI
・DBリンク

類似のサービスやビジネ
スプロセスが散在
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SOAを採用すべきビジネスメリット

25%

33%

45%

49%

56%

60%

3%

33%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65%

従業員セルフサービス

新しい法的規制対応、法令順守

その他

リアルタイムな情報の取得、意思決定支援

intraと企業間に及ぶビジネス・モデルとビジネス・プロセス

カスタマーサービス・イニシアティブ

市場変動や競争相手の変化によりすばやく反応する（ビジネス変化への対応）

Ｑ．SOAの適応を検討中のあなたの会社が願うビジネス上の問題・課題は、何ですか？

合併・買収に伴う統合
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トップダウンアプローチ
コンポジットアプリケーション（Ｐｏｒｔａｌ，ＢＰＭ）を中心に始める

初期の段階からの効果が見えやすい

ボトムアップアプローチ
再利用サービスの分析・構築を中心としたアプローチ

ソフトウェアエンジニアリングの観点からは無駄が少ない

Step3
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Service B
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m
on ServicesInformation 

Access Services

Presentation Services

Shared Business Services

Composite Applications
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Step1
Applications

Service
Consumer

Applications

Service
Consumer

Service
Provider

Service
Provider

Service I/FService I/F

Step2
Applications

Service
Consumer

Applications

Service
Consumer

Service
Provider

Service I/F

Service
Provider

Service I/F

Service Bus
( Service Management ) 

ＳＯＡアプローチ

ボトムアップ アプローチ

トップダウン アプローチ
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本日のAgenda

BEAの考えるSOAとは1

SOAを進めていくアプローチとは4

ESBを中心としたSOA事例のご紹介2

BPMを中心としたSOA事例のご紹介3
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顧客バックグラウンド

顧客プロファイル

大手製造業

製品の製造から、製品の流通・販売までを実施

顧客バックグラウンド

法規制の緩和等により、業界の競争が激化した為にビジネスモデルを変更する
必要があった。

対応の施策として、Ｍ＆Ａや新事業開拓の為に、新規モデルに対応可能なビジ
ネスモデルが必要であった

柔軟なビジネスモデルに対応する為に、既存のシステムを全てオープン系に移
行を計画。２００５年から3年をかけて、300億規模の大規模マイグレーションを実
施。大きく分けて７つの大規模プロジェクトが平行進行中である

情報システムの複雑化による影響が顕著である

開発期間とコストの増加

保守・運用コストの増加

仕事・仕組みの属人化
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プロジェクト概要

SCM
物流

製造

POS
人事

経理

ＥＳＢ

販売

Web EDI コールセンター

ワークフロー

コーポーレート共通システム

ＥＳＢの構築

リファレンスアーキテクチャの策定・ガイドラインの構築

ESB

サービス・コンシューマー

サービス・プロバイダー

全アーキテクト・デベロッパー
リファレンス・アーキテクチャ

サービスプロバイダ開発者

サービスコンシューマ開発者

サービスバス管理者

サービスバス開発者
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SOAプロジェクトアプローチ
2005/12 - 12005/10 - 112005/8 - 9 2006/-

Phase1:
SOA計画フェーズ

Phase2:
SOAガイドライン策定フェース

プラットホーム
選定

プロジェクト支援活動

トレーニング

ＥＳＢ構築

SOA標準化

Phase3:
サービスバス・サービス構築フェーズ

リファレンス実装

SOAロードマップ策定

ＳＯＡパートナー選定 サービスバス構築

リファレンス・
アーキテクチャ策定

サービスプロバイ
ダ構築ガイド

サービスコン
シューマ構築ガイ

ド

サービスバス上
実装ガイド

サービスバス
デザインガイド

サービスバス
運用ガイド

サービス・バス
管理ガイド

トレーニング

サービス実装

物流

標準の変更管理

BEAコンサルタントが主にリードした活動

販売

POS

Project B

Copyright © 2007 BEA Systems, Inc.  |  12

現行アーキテクチャの問題

Point to Point コネクション
特定技術に依存したプロトコルの仕様

I/Fの個別開発
I/F数の増大
システム間接続の可視性の低下

データ遅延
データ接続がファイルとバッチによる接続

バッチは1日に１～5回の起動
顧客要望はプロセスのリアルタイム化

標準不在の問題
標準アーキテクチャや標準ガイドラインの不在

特定技術をしっているエンジニアの減少

外部システム変更時に受ける影響が多大
外部システムが随時オープンに移行する事は決定している

移行時にI/F部も多大な影響を受ける為、SAPの多大なアドオン開発が発生
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ESBを中心としたサービス化
Point to Point 接続から ESBを中心としたサービス接続に

販売システム

SCM

POSシステム
経理システム

商品実績システム

人事システム

マスタ管理システム

受注システム

ESB

販売システム

SCM

商品実績システム

サービス設計・連携ガイドライン
サービス設計・連携ガイドライン

POSシステム

経理システム マスタ管理システム

受注システム人事システム
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アーキテクチャオーバビュー

ESB

SCM
(SAP)

経理システム
(Oracle EBS)

商品実績システム
(J2EE)

POSシステム
（J2EE)

マスタ管理システム
(J2EE)

人事システム
(J2EE)

受注システム
(Host)

販売システム
(Host)

Host
Service Enabler

Oracle EBS
Service Enabler

SAP
Service Enabler

標準プロトコルをベースに、システム間を接続

WS/JMS WS/JMS JMS WS/JMS

WS

JDBC ホスト固有ファイル転送 ホスト固有ファイル転送RFC/BAPI

WS File File



BEA Confidential 8

Copyright © 2007 BEA Systems, Inc.  |  15

ESBでサービスを抽象化しI/F統合

SCM
(SAP)

東受注システム
(Host)

西受注システム
(Host)

商品実績システム
(J2EE)

サービスコンシューマ側を抽象化

I/Fの相違をESBで抽象化(サービス名称の違い、プロトコル、フォーマット、データモデル）

入出荷実績を登録する

受注システム
(Host)

販売システム
(Host)

POSシステム
（J2EE)

サービスプロバイダ側を抽象化
サービスの集約を段階的に実施

ESB

ESB

受注情報を登録する

サービス
コンシューマ
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Other External
System ( Legacy ) 
Other External

System ( Legacy ) 

BEA SOA 
チーム

CIO

SCM プロジェクト

EA 検討チーム システム技術
研究部門

アーキテクト

アーキテクト

IT部門責任者IT部門責任者

チーフ
アーキテクト

外部システム
（レガシー）

プロジェクト責任者 プロジェクト責任者

サービスバスプロジェクト

プリンシパル
コンサルタント
シニア

コンサルタントX2

BEA 顧客

BEA パートナー ＳＩer

BEAパートナー

Other External
System ( Legacy ) 
Other External

System ( Legacy ) 
外部システム
（オープン）

プロジェクト責任者

プロジェクトチーム プロジェクトチーム プロジェクトチーム

PMO
オフィス

SOAオフィス

J2EE Architect

チーフ
マネージャ

SAP アーキテクト レガシーアーキテクト

組織体制＆ガバナンス
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本日のAgenda

BEAの考えるSOAとは1

SOAを進めていくアプローチとは4

ESBを中心としたSOA事例のご紹介2

BPMを中心としたSOA事例のご紹介3
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顧客バックグラウンド

システムの変化対応能力の確保

システムの可視化

変化に柔軟なシステム構造の採用

最適なＩＴ投資の実現

不良資産の削減

重複機能の統一

システムの重複コスト、２重開発の抑止

ノウハウの可視化

個々のノウハウの可視化

ノウハウが有効活用できる仕組みを構築

某大手製造業

カスタマーのIT戦略
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EA の ToBe モデルとしての SOA

Application

Business

Data

Technical

SOA

変化対応力を確保するために
アーキテクチャを確立する

変化対応力を確保するために
アーキテクチャを確立する

サービス化による再利用促進A

B 疎結合による影響範囲の局所化

C ビジネスとＩＴのリンク

D 共通基盤による開発・運用の一元化

ビジネスとITがリンクするEnterprise Architecture (EA)を確立
横展開や市場変化を前提として影響範囲の少ないシステム作り
統合と分散の融合=プロセスとファンクションの融合型システム

EA の ToBe モデルとして、SOAによる
アプリケーション構築が最適と想定

Copyright © 2007 BEA Systems, Inc.  |  20

SOAプロジェクトアプローチ

2005/6-72005/4-52005/2-3 2005/8-

全社システムSOA適応分析
SOA適応分析・全社適応方式・効果策定

SRM体系整備
サービスカタログ整備

SOA管理プロセス整備

SOA基盤選定

育成トレーニング

SOA啓蒙活動

SOAリファレンスアーキテクチャ整備

SOA環境設計・運用標準整備

SOA基盤運用体制構築

SOA実装標準整備

EA-SOA適応検証PJ
販売プロセス SOA適応プロト作成

実プロジェクト
SOA 適応 RFP作成

効果見積り

実プロジェクト SOA実装
実装標準策定PJ

Phase1:SOA方向付けフェーズ Phase2:SOA実装フェーズ Phase３:SOA分析フェーズ

プロジェクトベースアクティビティ

標準化アクテビティ

トレーニングアクテビティ

プロダクトベースアクティビティ
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既存システムのビジネスプロセスとは

営業システム

支店営業システム

受注登録プロセス(バッチ)

在庫引当プロセス(バッチ)

出荷システム

出荷指示プロセス（バッチ)

会計システム

売上実績登録プロセス(バッチ)

受注データ
出荷
データ

売上実績
データ

出荷
データ

エンタープライズプロセスの概念が不在

プロセスがシステム単位に分断されている

処理の流れがシステム同士で結合

処理の流れが、システム間で結合しており、プロセスの変更が非常に困難である

データの粒度がトランザクション単位と異なる

現実世界のビジネスプロセスの概念と異なる。リアルタイム性が損なわれる

データはファイル転送等
による一括転送
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業務プロセス
開発者 プロセス開発とシステムイン

テグレーション
プロセスのモデル化、シミュレーショ

ン、文書化

プロセス管理とリアルタイ
ムBAM

過去の状況および傾向分
析ツール

業務
責任者

HiPer Workspace

業務担当者

プロセス実行サーバと監視リポジトリ

BPMサイクルの実現

業務システム

CRM
DB

ERP

業務部門の
IT担当者

利用ケース
1.0 スタッフの確保
2.0 全体概要の決定
3.0 BAMコンソール

要求仕様
1.1 プロセスダイアグラム
2.1 起動画面
3.1 監視画面

利用ケース
1.0 スタッフの確保
2.0 全体概要の決定
3.0 BAMコンソール

要求仕様
1.1 プロセスダイアグラム
2.1 起動画面
3.1 監視画面

①設計 ②実装

③実行

既存Webアプリケーション
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組織体制＆ガバナンス

標準化チーム

企画

EA検討

技術

実装標準

BEA Consultant:2名

SOA Rule 策定支援
方向付け支援

PMO

プロジェクト
支援

流
通

生
産

経
理

物
流

調
達

販
売
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ビジネス＆ＩＴメリット

・ビジネスとＩＴのギャップが埋ま
る事によって、見積もり制度
の向上。誤差10%以内

予測性・上記結果により、顧客満足
度の75%向上

総合効果

・ビジネスプロセスの可視化に
よるビジネスノウハウの共有

・サービス再利用25%による
コスト削減効果

・重複アプリケーション、機能
の撤廃

・サービス充実後は、新規ア
プリケーションの開発期間を
50%に短縮

・既存サービスの再利用によ
り、品質の向上（作らないか
ら）

・ユーザロールに応じた情報配
置により従業員の生産性の
20%向上(アクセスタイムの
削減)

・製品カテゴリに応じたプロセス
定義により最適化されたビジ
ネスプロセスの構築

・サービス間をBPMツールに、プ
ロセスオートメーションを実現
する事により、受注～出荷ま
でのリードタイムを削減

・集中購買による調達コストの
低減

組織面の効果

コスト

期間

品質面のコスト

ＩＴ面の効果

プロセスの組み換えを
BPMにより行う効果

プロセスオートメーション
による効果

サービスをポータルで集
約してみせる効果

サービス化による効果

ビジネス面の効果
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本日のAgenda

BEAの考えるSOAとは1

SOAを進めていくアプローチとは4

ESBを中心としたSOA事例のご紹介2

BPMを中心としたSOA事例のご紹介3
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SOAプロジェクトを進める為のポイント
アーキテクチャに対する共通認識を形成する
システム再構築の共通目的、アーキテクチャに対する考え方を形成する事は重要で
ある。リファレンスアーキテクチャを作成し、関係者間で共有する事がファーストステップ
として重要である。

実施メンバーに対する、教育は重要である
実際に実践することになるプロジェクトメンバーに対して、オブジェクト指向やSOAに対
する教育、新しい技術を習得させる事は重要である。人は知らない事に対して、抵
抗をするものである。

組織の壁は越えないといけない
全体最適の阻害要因の一つとして組織の壁は必ず存在する。超える為には、主要
プロジェクトのアーキテクト等を集めたコミュニティを形成していく事や、共通予算的な
費用負担の考え方を検討していく必要がある。

長期の実践である
立上げだけでなく、長期的にプロジェクトでアーキテクチャが維持されていく為のプロセ
スや、体制の構築は重要である。一つの進め方は、COE的な組織を構築し、長期
的に個々のプロジェクトを支援していく事である。
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